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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
本研究は、公益社団法人全国ＳＬＡ (学校図書館協議会 )が、毎日新聞社と共に毎年実施して

いる ｢学校読書調査 ｣の第 59 回調査の分析結果を基に、子どもの読書活動と意欲との関連につい

て考究することを目的と して実施された 。  

 ＮＩＹＥ (国立青少年教育振興機構 )の研究グループによる 先行研究では、修学前から中学時

代までに読書活動が多い高校生 ･中学生ほど、 ｢未来志向 ｣･｢自己肯定 ｣･｢意欲 ･関心 ｣などの現在

の意識 ･能力が高いことが示され たが、この傾向がＳＬＡ第 59 回調査 data においても確認され

うるのかを検証した 。即ち ｢読書をすればするほどに、子どもたちの論理的思考力はもとより、

(意欲を含む )意識・能力が確実に上向くのか ｣、 ｢読書をする子は、本当に意欲的で前向きにな

るのか ｣等を、再考してみ た。検証の結果、得られた知見は、以下の 8 点に纏められる。  

①  学習プラティーク (慣習行動 )たる ｢実験 _調査 _執筆の意欲 ｣因子は、 ｢本 _雑誌 _漫画の選好 ｣

因子と、 ｢5 月 1 ヶ月間の読書冊数 (Q1.)｣観測変数とに影響を及ぼす。特にパス係数値にも

注目すると、｢学習習慣が身についている児童・生徒は、本を読む傾向にある ｣という常識的

知見が、確認されたと考えられる。  

②  ｢最後までやり遂げる精神 ｣因子 (or 潜在変数 ) から ｢5 月 1 ヶ月間の読書冊数 (Q1.)｣(観測変

数 )へのパス係数値はマイナスであり、 意欲・インセンティブのようなものは、読書行動に

は寄与していない。  

③  多母集団の同時分析を用いて、この傾向が小学生以降でも続くかを診たところ、中学生・高

校生と長じても変わることはなく、パス係数値はマイナスのままであることが分かり、｢謎 ｣

が残ったままである 。  

④  ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣観測変数  から ｢最後まで、やり遂げる精神 ｣因子  へのパス係

数値は、小学生よりも中学生で高く、｢読書をする子は、意欲も高い ｣という傾向が強化され

る。ただ高校生になると、係数値がやや下がっており、長じると共に読書量に比例して意欲

が高まる傾向は持続しているわけではない。  

⑤  ｢実験・調査・執筆の意欲 ｣因子  から ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣観測変数  へのパスは、

長じるに従ってパス係数値が徐々に小さくなる。ここからは、小学段階で は学習習慣が読書

習慣を規定するものの、中・高と長ずるにつれて、その傾向が 相対的には弱まる ことが窺え

る。  

⑥  小学生と中学生とでは、 ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣から ｢最後まで、やり遂げる精神 ｣へ

のパスの関係、 ｢実験・調査・執筆の意欲 ｣から ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣ へのパスの関

係が、有意な差異を示した。これに対して、 ｢最後まで、やり遂げる精神 ｣から ｢Q1 読書冊数

(5 月 1 ヶ月間 )｣へのパスの関係は、非有意となった。  

⑦  小学生と高校生では、「 Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )」から ｢最後まで、やり遂げる精神 ｣への

パスの関係、 ｢実験・調査・執筆の意欲 ｣から ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣へのパスの関係、

「最後まで、やり遂げる精神 」から ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣へのパスの関係、 3 つとも

全てにおいて有意な差異が確認される。  

⑧  中学生と高校生では、 ｢実験・調査・執筆の意欲 ｣から ｢Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )｣へのパ

スの関係のみに、 0.1％水準有意の差異が認められる。残りの 2 組、即ち ｢Q1 読書冊数 (5 月

1 ヶ月間 )｣から ｢最後まで、やり遂げる精神 ｣へのパスの関係、｢最後まで、やり遂げる精神」 

から  「 Q1 読書冊数 (5 月 1 ヶ月間 )」へのパスの関係は、非有意であった。ここから、中・

高生の間では、学習プラティークと読書との間にのみ、統計的有意 差が認められることにな

り、中学生では学習習慣のある生徒が本を読む傾向があるが、高校生では学習習慣があって

も、それが中学生ほど読書行動に結びつくわけではないということが、統計的に示唆される。 
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